
付録4-1　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ（情報通信エレクトロニクス工学科＋専攻科）

国語Ⅳ（◎）(1)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

英語Ⅳ（◎）(2) 英語Ⅴ（◎）(2)
コミュニケーション英語

（◎）(2)

技術英語(1)
システム工学特別研

究Ⅰ（○）(2)

ディジタル設計（◎）(2)

応用プログラミング
（◎）(2)

電子通信工学実験Ⅱ
(3)

電子通信工学実験Ⅲ
(3)

画像処理工学(2) メディア工学(2)
情報工学基礎論（○）

(2)(*3)
数値計算論（○）

(2)(*3)

画像情報処理工学
（○）(2)(*4)

数理・OR工学（○）
(2)(*4)

アルゴリズム工
学（○）(2)(*4)

応用数学Ⅰ（◎）(2) 応用数学Ⅱ（◎）(2) 物理数学（○）(2)(*2) 離散数学（○）(2)(*2)

応用物理　（◎）(2)
応用物理科学（○）

(2)(*2)

電気磁気学Ⅱ（◎）(2) 　

電気回路学Ⅱ（◎）(2) 　

電子回路学Ⅱ（◎）(2)

電子通信工学実験Ⅱ
（◎）(3)

電子通信工学実験Ⅲ
（◎）(3)

情報工学理論（◎）(2) 信号処理（◎）(2)
計測と制御（○）

(2)(*5)
ディジタル信号処理工

学（○）(2)(*5)

信号伝送工学（◎）(2)
ネットワーク工学（◎）

(2)
材料工学（○）(2)(*5)

ディジタル電子回路学
（○）(2)(*5)

通信システム工学
（◎）(2)

電磁波工学（◎）(2)
マルチメディア工学

（○）(2)(*5)
電子物性論（○）

(2)(*6)
通信符号理論

（○）(2)(*6)

Webコミュニケーション
(2)

コミュニケーション装置
工学(2)

応用電磁気学（○）
(2)(*6)

電磁波計測工学（○）
(2)(*6)

光情報処理工学
（○）(2)(*6)

半導体プロセス(2) アナログシステム(2)
集積回路工学（○）

(2)(*6)
ネットワーク工学特論

（○）(2)(*6)
表面電子工学

（○）(2)(*6)
電子デバイス工
学（○）(2)(*6)

電子材料(2) ディジタルシステム(2)
回路システム学（○）

(2)(*6)
画像工学総論（○）

(2)(*6)
波形伝送工学

（○）(2)(*6)

ディジタル通信
システム工学
（○）(2)(*6)

実装工学(2)
システム制御理論

（○）(2)(*6)
ソフトウェア設計工学

（○）(2)(*6)
情報処理回路

（○）(2)(*6)
知的制御システ
ム論（○）(2)(*6)

オプトエレクトロニクス
(2)

ロボット工学特論（○）
(2)(*6)

音響システム工
学（○）(2)(*6)

ファジイ工学特
論（○）(2)(*6)

シミュレーション
工学（○）(2)(*6)

生物科学（◎）（2）
ヒューマンインター

フェース技術（◎）(2)
感性情報工学（◎）(2)

人間生体工学（○）
(2)

電子通信工学実験Ⅱ
（◎）(3)

電子通信工学実験Ⅲ
（◎）(3)

システム工学特別研
究Ⅰ（◎）(2)

知的生産学（○）(1) 創造性工学（◎）(2)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

卒業研究（○）(8)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

英語Ⅳ（○）(2) 英語Ⅴ（○）(2)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

法学（◎）(2)(*1)
国際言語文化論（◎）

(1)
起業化と社会（◎）

(2)

経済学（◎）(2)(*1)
コミュニケーション論

（◎）(１)
技術者倫理（○）(2)

哲学（◎）(2)(*1)

社会学（◎）(2)(*1)

スポーツ理論（◎）(1) 保健体育Ⅳ（◎）(1)

　 電気通信法規(1) 技術者倫理（◎）(2)

　
起業化と社会（○）

(2)

科目名

情報通信エレクトロニクス工学科 電子情報システム工学専攻

専攻科１年 専攻科２年
前期 後期 前期 後期

インターンシップ実習1～４
（◎）｛1,2,3,4｝(*7)

プロジェクト実習（◎）(2)(*7)

研究技術インターン(1)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

技術表現特論（◎）(2)

技術英語（◎）(2)

創成技術デザイン実習（◎）(2)

（A)日本
語および
英語のコ
ミュニ
ケーショ
ン能力

（B)コン
ピュータ
の基本的
技術およ
び工学へ
の応用技
術

（C)電子・
情報系技
術の基礎
知識・能
力

（D)電子・
情報系技
術の一分
野におい
て専門技
術に関す
る知識・
能力

（E)創造
性，チャ
レンジ性
を発揮で
きる素養

（F)人類
への貢献
意識を持
ち，広い
視野と倫
理観を
持った技
術姿勢を
身に付け
ること

A-1　技術者として，分かりや
すいきちんとした日本語での
表現，技術報告書の作成，プ
レゼンテーションなどができる

A-2　英語による基本的な表現
（英文読解，英作文，英会話）
ができる

A-3 技術者としての英語のコ
ミュニケーション能力を身につ
ける

B-1  コンピュータのハードウェ
アに関する基本的な働きを理
解し，OSやプログラミング言語
に関する基礎的な処理ができ
る

B-2  工学的な課題についてコ
ンピュータを応用して解決する
ことができる

C-1　数学，物理などの基礎的
な知識・能力を身につけ，それ
を工学の分野で利用できる

E-4　企業実習，校内での実習
を通じ，与えられた課題に対す
る実践的な能力を身につける

F-2 スポーツやグループワー
クを通して協力・連携の意識を
育み，社会性・協調性・チーム
ワーク力を身につける

C-2　電気磁気学や電子回路
などの電子・情報系専門基礎
科目の知識・能力を身につけ
る

C-3　基本的な測定機器の取
り扱い，実験技術を身につけ
る

D-1　通信技術・電子技術・制
御技術・情報技術などの中か
ら１分野の専門応用技術を身
につける

D-2　人の行動・感性を工学に
生かす技術を身につける

D-3　与えられた課題につい
て，問題解決の過程を通じて
デザイン能力を身につける

E-1　研究計画の立案，研究
の進め方，結果の整理・考察
など一連の技術開発手順を学
習し，創造性を身につける

E-2　実験や研究途上で生じた
新たな問題点の解決など，技
術者として自主的に取り組む
チャレンジ性を身につける

E-3　継続的に学習する習慣を
身につける

(e)，(h)

(d)，(e)

(d)，(g)

(g)

(d)

(d)

(c)

(c)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(h)，(i)

◎

(f)

(f)

(f)

(c)

・本科の必修科目6科目(12
単位）
・専攻科の選択科目で専門
基盤から6単位以上，電子通
信系・情報制御系から12単
位以上

○

・情報工学基礎論または数
値計算論のいずれか１科目
・画像情報処理工学，数理・
OR工学，アルゴリズム工学
のいずれか１科目

・技術者倫理

(a)

・応用数学Ⅰ・Ⅱ
・応用物理
・物理数学，離散数学，応用
物理科学のいずれか1科目

(i)

・電気磁気学Ⅱ
・電気回路学Ⅱ
・電子回路学Ⅱ

(i)

・電子通信工学実験Ⅱ・Ⅲ
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・創造性工学
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・インターンシップ実習1～4
またはプロジェクト実習のい
ずれか1科目

・生物科学
・感性情報工学
・ヒューマンインターフェース
技術

・宿題や課題の取り組み，レ
ポートの締切など，日常的な学
習状況を各科目の達成度により
評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱで
の研究活動（記録）により評価す

達成度の評価に関係
する科目

・国語Ⅳ
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ
・技術表現特論

・英語Ⅳ，英語Ⅴ
・コミュニケーション英語

・システム工学特別研究Ⅱ
・技術英語（専攻科２年）

・ディジタル設計
・応用プログラミング

・国語Ⅳの達成度で評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
（レポート，中間・最終発表の原
稿，プレゼンテーション，特別研
究報告書）および技術表現特論
の達成度で評価する

・英語Ⅳ，英語Ⅴおよびコミュニ
ケーション英語の達成度で評価
する

・システム工学特別研究Ⅱの概
要を英文で記述できることで評
価する
・技術英語（専攻科２年）の達成
度で評価する

・電子通信工学実験Ⅱ・Ⅲ

総合評価

（１）左記を
全て満たす
こと
（２）コミュニ
ケーション
英語の評価
が80点以
上，または
TOEICスコ
ア400点相
当以上*)で
あること

（１）左記の
全てを満た
すこと
（２）大学評
価・学位授
与機構の試
験に合格
し，学位（学
士）を取得
すること

（１）左記の
全てを満た
すこと

・各科目の達成度で評価する

・応用数学Ⅰ・Ⅱ，応用物理の
達成度で評価する
・物理数学・離散数学・応用物理
科学のいずれか1つの達成度で
評価する

電気磁気学Ⅱ，電気回路学Ⅱ，
電子回路学Ⅱの達成度で評価
する

電子通信工学実験Ⅱ・Ⅲの達成
度で評価する

・選択した２科目の達成度で評
価する

達成度の評価法
本コースの学習・教育

到達目標

JABEE教育
目標との対

応

本科４年 本科５年

・ディジタル設計，応用プログラミ
ングの達成度で評価する

・インターンシップ実習1～4また
はプロジェクト実習のいずれか1
つの達成度によって評価する

・スポーツ理論，保健体育Ⅳお
よび創成技術デザイン実習の達
成度により評価する

・技術者倫理の達成度により評
価する

各科目の達成度で評価する

(b)

・創成技術デザイン実習
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・英語など，宿題や課題等の
日常的な学習状況を評価の
一部とする授業科目
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

(a)，(h)

・電子通信工学実験Ⅱ・Ⅲにお
いて，回路の製作あるいはソフト
ウェアの製作により評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
の達成度によって評価する

・創造性工学の達成度で評価す
る
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
の研究計画書，中間発表および
特別研究報告書で評価する

・創成技術デザイン実習および
システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
（研究発表，報告書）で評価する

F-1 諸外国の言語を学び各国
の文化，価値観などに触れる
とともに，社会の成立に不可
欠な諸条件の基礎的知識を習
得することにより，多面的に物
事を考え価値観の異なる他者
との共存ができる素養を身に
つける

(a) (b)，(f)

・国際言語文化論
・コミュニケーション論
・起業化と社会
・法学，経済学，哲学，社会
学のいずれか1科目

・国際言語文化論，コミュニケー
ション論，企業化と社会および，
法学・経済学・哲学・社会学のい
ずれか1つの達成度により評価
する

・スポーツ理論
・保健体育Ⅳ
・創成技術デザイン実習

F-3　技術が人類社会に及ぼ
す影響，技術開発が人類社会
に与える倫理的な問題につい
て理解する

(i)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

特別実習セミナー(1～2)

インターンシップ実習1,～４
（○）｛1,2,3,4｝(*9)

プロジェクト実習（○）(2)(*9)

創成技術デザイン実習（◎）(2)



必修 選択

本科 本科必修 本科選択

専攻科必修 専門基盤選択

電子通信系選択

情報制御系選択

*1（社会科学系）
*5，*6（専門選択科
目）

*2（自然科学系）

*3（情報技術基礎系）

*4（情報技術応用系）

選択科目の指定

法学，経済，哲学，社会学から1科目修得 *5から6単位以上，*6から12単位以上修得

記　号

　◎：学習・教育到達目標の達成に必要な科目

　○：学習・教育到達目標に関わりの深い科目

物理数学，離散数学，応用物理科学から2単位
以上修得

インターンシップ実習1～4または，プロジェ
クト実習より１単位以上修得

情報工学基礎論，数値計算論から2単位以上修
得

画像情報処理工学，数理・OR工学，アルゴリズ
ム工学から2単位以上修得

専攻科

*7（インターンシップ実習関係）

  *)
　 「TOEICスコア400点相当」とは以下のいずれかに該当すること．
  i）TOEICテスト（公開テスト，IPテスト，模擬試験のいずれか）において400点以上の得点を得ること．
  ii）実用英語検定試験準２級に合格すること．
  iii)実用英語検定試験２級一次試験において50％以上の正答率を得ること．（一次・二次試験に合格するかど
うかは問わない．）
  iv）工業英語検定試験３級以上に合格すること．
　ⅴ)コミュニケーション英語で“優”の評価を修得すること．

無印：学習・教育到達目標に関係するが，修得は指定されない
科目



付録4-2　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ（制御情報システム工学科＋専攻科）

国語Ⅳ（◎）(1)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

英語Ⅳ（◎）(2) 英語Ⅴ（◎）(2)
コミュニケーション英語

（◎）(2)

技術英語(1)
システム工学特別研

究Ⅰ（○）(2)

　オペレーティングシ
ステム(◎)(2)

ハードウエア設計論
(◎)(2)

オブジェクト指向プログ
ラム(2)

制御工学実験Ⅱ(3) 制御工学実験Ⅲ(3)

プログラミング特論(2) 画像処理工学(2)
情報工学基礎論（○）

(2)(*3)
数値計算論（○）

(2)(*3)

画像情報処理工学
（○）(2)(*4)

数理・OR工学（○）
(2)(*4)

アルゴリズム工
学（○）(2)(*4)

応用数学Ⅰ（◎）(2) 応用数学Ⅱ（◎）(2) 物理数学（○）(2)(*2) 離散数学（○）(2)(*2)

応用物理　（◎）(2)
応用物理科学（○）

(2)(*2)

電気磁気学Ⅱ（◎）(2) 　

電気回路学Ⅱ（◎）(2) 　

電子回路学Ⅱ（◎）(2)

制御工学実験Ⅱ（◎）
(3)

制御工学実験Ⅲ（◎）
(3)

制御工学Ⅰ（◎）(2) 制御工学Ⅱ（◎）(2)
計測と制御（○）

(2)(*5)
ディジタル信号処理工

学（○）(2)(*5)

組込みシステム基礎
論（◎）(2)

組込みシステム設計
（◎）(2)

材料工学（○）(2)(*5)
ディジタル電子回路学

（○）(2)(*5)

電子制御回路学（◎）
(2)

メカトロニクス工学（◎）
(2)

マルチメディア工学
（○）(2)(*5)

電子物性論（○）
(2)(*6)

通信符号理論
（○）(2)(*6)

計測工学(2)
ソフトコンピューティング

(2)
応用電磁気学（○）

(2)(*6)
電磁波計測工学（○）

(2)(*6)
光情報処理工学

（○）(2)(*6)

信号処理(2) 生体情報工学(2)
集積回路工学（○）

(2)(*6)
ネットワーク工学特論

（○）(2)(*6)
表面電子工学

（○）(2)(*6)
電子デバイス工
学（○）(2)(*6)

通信工学(2) ソフトウェア設計(2)
回路システム学（○）

(2)(*6)
画像工学総論（○）

(2)(*6)
波形伝送工学

（○）(2)(*6)

ディジタル通信
システム工学
（○）(2)(*6)

自律分散システム(2)
システム制御理論

（○）(2)(*6)
ソフトウェア設計工学

（○）(2)(*6)
情報処理回路

（○）(2)(*6)
知的制御システ
ム論（○）(2)(*6)

音響工学(2)
ロボット工学特論（○）

(2)(*6)
音響システム工
学（○）(2)(*6)

ファジイ工学特
論（○）(2)(*6)

シミュレーション
工学（○）(2)(*6)

生物科学（◎）（2） バイオメカニクス（2）
ヒューマンインター

フェース技術（◎）(2)
感性情報工学（◎）(2)

人間工学（2）
人間生体工学（○）

(2)

制御工学実験Ⅱ（◎）
(3)

制御工学実験Ⅲ（◎）
(3)

システム工学特別研
究Ⅰ（◎）(2)

知的生産学（○）(1) 創造性工学（◎）(2)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

卒業研究（○）(8)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

英語Ⅳ（○）(2) 英語Ⅴ（○）(2)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

法学（◎）(2)(*1)
国際言語文化論（◎）

(1)
起業化と社会（◎）

(2)

経済学（◎）(2)(*1)
コミュニケーション論

（◎）(１)
技術者倫理（○）(2)

哲学（◎）(2)(*1)

社会学（◎）(2)(*1)

スポーツ理論（◎）(1) 保健体育Ⅳ（◎）(1)

　 技術者倫理（◎）(2)

　
起業化と社会（○）

(2)

（１）左記の
全てを満た
すこと

インターンシップ実習1,～４
（○）｛1,2,3,4｝(*9)

プロジェクト実習（○）(2)(*9)

F-2 スポーツやグループワー
クを通して協力・連携の意識を
育み，社会性・協調性・チーム
ワーク力を身につける

(i) (a)，(h)
・スポーツ理論
・保健体育Ⅳ
・創成技術デザイン実習

・スポーツ理論，保健体育Ⅳお
よび創成技術デザイン実習の達
成度により評価する

創成技術デザイン実習（◎）(2)

F-3　技術が人類社会に及ぼ
す影響，技術開発が人類社会
に与える倫理的な問題につい
て理解する

（F)人類
への貢献
意識を持
ち，広い
視野と倫
理観を
持った技
術姿勢を
身に付け
ること

F-1 諸外国の言語を学び各国
の文化，価値観などに触れる
とともに，社会の成立に不可
欠な諸条件の基礎的知識を習
得することにより，多面的に物
事を考え価値観の異なる他者
との共存ができる素養を身に
つける

(a) (b)，(f)

・国際言語文化論
・コミュニケーション論
・起業化と社会
・法学，経済学，哲学，社会
学のいずれか1科目

・国際言語文化論，コミュニケー
ション論，企業化と社会および，
法学・経済学・哲学・社会学のい
ずれか1つの達成度により評価
する

(b) ・技術者倫理
・技術者倫理の達成度により評
価する

E-4　企業実習，校内での実習
を通じ，与えられた課題に対す
る実践的な能力を身につける

(d) (i)
・インターンシップ実習1～4
またはプロジェクト実習のい
ずれか1科目

・インターンシップ実習1～4また
はプロジェクト実習のいずれか1
つの達成度によって評価する

インターンシップ実習1～４
（◎）｛1,2,3,4｝(*7)

プロジェクト実習（◎）(2)(*7)

研究技術インターン(1)

特別実習セミナー(1～2)

・創成技術デザイン実習および
システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
（研究発表，報告書）で評価する

創成技術デザイン実習（◎）(2)

E-3　継続的に学習する習慣を
身につける

(g)

・英語など，宿題や課題等の
日常的な学習状況を評価の
一部とする授業科目
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・宿題や課題の取り組み，レ
ポートの締切など，日常的な学
習状況を各科目の達成度により
評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱで
の研究活動（記録）により評価す

（１）左記の
全てを満た
すこと
（２）大学評
価・学位授
与機構の試
験に合格
し，学位（学
士）を取得
すること

B-2  工学的な課題についてコ
ンピュータを応用して解決する
ことができる

(c)

（E)創造
性，チャ
レンジ性
を発揮で
きる素養

E-1　研究計画の立案，研究
の進め方，結果の整理・考察
など一連の技術開発手順を学
習し，創造性を身につける

(d)，(e)
・創造性工学
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・創造性工学の達成度で評価す
る
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
の研究計画書，中間発表および
特別研究報告書で評価する

E-2　実験や研究途上で生じた
新たな問題点の解決など，技
術者として自主的に取り組む
チャレンジ性を身につける

(d)，(g)
・創成技術デザイン実習
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

各科目の達成度で評価する

D-3　与えられた課題につい
て，問題解決の過程を通じて
デザイン能力を身につける

(e)，(h) (i)
・制御工学実験Ⅱ・Ⅲ
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・制御工学実験Ⅱ・Ⅲにおいて，
回路の製作あるいはソフトウェア
の製作により評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
の達成度によって評価する

（D)電子・
情報系技
術の一分
野におい
て専門技
術に関す
る知識・
能力

D-1　通信技術・電子技術・制
御技術・情報技術などの中か
ら１分野の専門応用技術を身
につける

(d)

・本科の必修科目6科目(12
単位）
・専攻科の選択科目で専門
基盤から6単位以上，電子通
信系・情報制御系から12単
位以上

・各科目の達成度で評価する

D-2　人の行動・感性を工学に
生かす技術を身につける

(d) (a)

・生物科学
・感性情報工学
・ヒューマンインターフェース
技術

C-2　電気磁気学や電子回路
などの電子・情報系専門基礎
科目の知識・能力を身につけ
る

(d)
・電気磁気学Ⅱ
・電気回路学Ⅱ
・電子回路学Ⅱ

・制御工学実験Ⅱ・Ⅲ
制御工学実験Ⅱ・Ⅲの達成度で
評価する

電気磁気学Ⅱ，電気回路学Ⅱ，
電子回路学Ⅱの達成度で評価
する

C-3　基本的な測定機器の取
り扱い，実験技術を身につけ
る

(d) (h)，(i)

（C)電子・
情報系技
術の基礎
知識・能
力

C-1　数学，物理などの基礎的
な知識・能力を身につけ，それ
を工学の分野で利用できる

(c) (d)

・応用数学Ⅰ・Ⅱ
・応用物理
・物理数学，離散数学，応用
物理科学のいずれか1科目

・応用数学Ⅰ・Ⅱ，応用物理の
達成度で評価する
・物理数学・離散数学・応用物理
科学のいずれか1つの達成度で
評価する

（B)コン
ピュータ
の基本的
技術およ
び工学へ
の応用技
術

B-1  コンピュータのハードウェ
アに関する基本的な働きを理
解し，OSやプログラミング言語
に関する基礎的な処理ができ
る

(c)
・オペレーティングシステム
・ハードウエア設計論

・オペレーティングシステム，
ハードウエア設計論の達成度で
評価する

(d)

・情報工学基礎論または数
値計算論のいずれか１科目
・画像情報処理工学，数理・
OR工学，アルゴリズム工学
のいずれか１科目

・選択した２科目の達成度で評
価する

（１）左記を
全て満たす
こと
（２）コミュニ
ケーション
英語の評価
が80点以
上，または
TOEICスコ
ア400点相
当以上*)で
あること

技術表現特論（◎）(2)

A-2　英語による基本的な表現
（英文読解，英作文，英会話）
ができる

(f)
・英語Ⅳ，英語Ⅴ
・コミュニケーション英語

・英語Ⅳ，英語Ⅴおよびコミュニ
ケーション英語の達成度で評価
する

A-3 技術者としての英語のコ
ミュニケーション能力を身につ
ける

(f)

技術英語（◎）(2)

（A)日本
語および
英語のコ
ミュニ
ケーショ
ン能力

A-1　技術者として，分かりや
すいきちんとした日本語での
表現，技術報告書の作成，プ
レゼンテーションなどができる

(f)

・国語Ⅳ
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ
・技術表現特論

・国語Ⅳの達成度で評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
（レポート，中間・最終発表の原
稿，プレゼンテーション，特別研
究報告書）および技術表現特論
の達成度で評価する

・システム工学特別研究Ⅱ
・技術英語（専攻科２年）

・システム工学特別研究Ⅱの概
要を英文で記述できることで評
価する
・技術英語（専攻科２年）の達成
度で評価する

本科４年 本科５年
専攻科１年 専攻科２年

前期 後期 前期 後期

本コースの学習・教育
到達目標

JABEE教育
目標との対

応
達成度の評価に関係

する科目
達成度の評価法 総合評価

科目名

制御情報システム工学科 電子情報システム工学専攻

◎ ○

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)



必修 選択

本科 本科必修 本科選択

専攻科必修 専門基盤選択

電子通信系選択

情報制御系選択

*1（社会科学系）
*5，*6（専門選択科
目）

*2（自然科学系）

*3（情報技術基礎系）

*4（情報技術応用系）

情報工学基礎論，数値計算論から2単位以上修
得

画像情報処理工学，数理・OR工学，アルゴリズ
ム工学から2単位以上修得

選択科目の指定

法学，経済，哲学，社会学から1科目修得 *5から6単位以上，*6から12単位以上修得

*7（インターンシップ実習関係）

物理数学，離散数学，応用物理科学から2単位
以上修得

インターンシップ実習1～4または，プロジェ
クト実習より１単位以上修得

  *)
　 「TOEICスコア400点相当」とは以下のいずれかに該当すること．
  i）TOEICテスト（公開テスト，IPテスト，模擬試験のいずれか）において400点以上の得点を得ること．
  ii）実用英語検定試験準２級に合格すること．
  iii)実用英語検定試験２級一次試験において50％以上の正答率を得ること．（一次・二次試験に合格するかど
うかは問わない．）
  iv）工業英語検定試験３級以上に合格すること．
　ⅴ)コミュニケーション英語で“優”の評価を修得すること．

専攻科

記　号

　◎：学習・教育到達目標の達成に必要な科目

　○：学習・教育到達目標に関わりの深い科目

無印：学習・教育到達目標に関係するが，修得は指定されない
科目



付録4-3　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ（人間情報システム工学科＋専攻科）

国語Ⅳ（◎）(1)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

英語Ⅳ（◎）(2) 英語Ⅴ（◎）(2)
コミュニケーション英語

（◎）(2)

技術英語(1)
システム工学特別研

究Ⅰ（○）(2)

マイクロコンピュータ
（◎）(2)

オペレーティングシス
テム（◎）(2)

システムプログラミング
(2)

情報工学実験Ⅱ(3) 情報工学実験Ⅲ(3)

数値計算論(2)
情報工学基礎論（○）

(2)(*3)
数値計算論（○）

(2)(*3)

画像情報処理工学
（○）(2)(*4)

数理・OR工学（○）
(2)(*4)

アルゴリズム工
学（○）(2)(*4)

応用数学Ⅰ（◎）(2) 応用数学Ⅱ（◎）(2) 物理数学（○）(2)(*2) 離散数学（○）(2)(*2)

応用物理　（◎）(2)
応用物理科学（○）

(2)(*2)

電気磁気学（◎）(2) 情報理論（◎）(2)

応用電子回路（◎）(2) 　

情報工学実験Ⅱ（◎）
(3)

情報工学実験Ⅲ（◎）
(3)

信号処理（◎）(2) 統計解析（◎）(2)
計測と制御（○）

(2)(*5)
ディジタル信号処理工

学（○）(2)(*5)

データ構造とアルゴリ
ズム（◎）(2)

情報数学（◎）(2) 材料工学（○）(2)(*5)
ディジタル電子回路学

（○）(2)(*5)

情報ネットワーク（◎）
(2)

データベース(2)
マルチメディア工学

（○）(2)(*5)
電子物性論（○）

(2)(*6)
通信符号理論

（○）(2)(*6)

人間環境工学（◎）
（2）

数理情報工学(2)
応用電磁気学（○）

(2)(*6)
電磁波計測工学（○）

(2)(*6)
光情報処理工学

（○）(2)(*6)

ソフトウェア工学(2) 情報環境工学(2)
集積回路工学（○）

(2)(*6)
ネットワーク工学特論

（○）(2)(*6)
表面電子工学

（○）(2)(*6)
電子デバイス工
学（○）(2)(*6)

ヒューマンメディア工
学（2）

形式言語とオートマトン
(2)

回路システム学（○）
(2)(*6)

画像工学総論（○）
(2)(*6)

波形伝送工学
（○）(2)(*6)

ディジタル通信
システム工学
（○）(2)(*6)

線形システム工学(2)
システム制御理論

（○）(2)(*6)
ソフトウェア設計工学

（○）(2)(*6)
情報処理回路

（○）(2)(*6)
知的制御システ
ム論（○）(2)(*6)

ロボット工学特論（○）
(2)(*6)

音響システム工
学（○）(2)(*6)

ファジイ工学特
論（○）(2)(*6)

シミュレーション
工学（○）(2)(*6)

生物科学（◎）（2） 認知情報工学(2)
ヒューマンインター

フェース技術（◎）(2)
感性情報工学（◎）(2)

福祉・教育工学(2)
人間生体工学（○）

(2)

ヒューマン情報処理(2)

情報工学実験Ⅱ（◎）
(3)

情報工学実験Ⅲ（◎）
(3)

システム工学特別研
究Ⅰ（◎）(2)

知的生産学（○）(1) 創造性工学（◎）(2)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

卒業研究（○）(8)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

英語Ⅳ（○）(2) 英語Ⅴ（○）(2)
システム工学特別研

究Ⅰ（◎）(2)

法学（◎）(2)(*1)
国際言語文化論（◎）

(1)
起業化と社会（◎）

(2)

経済学（◎）(2)(*1)
コミュニケーション論

（◎）(１)
技術者倫理（○）(2)

哲学（◎）(2)(*1)

社会学（◎）(2)(*1)

スポーツ理論（◎）(1) 保健体育Ⅳ（◎）(1)

　 技術者倫理（◎）(2)

　
起業化と社会（○）

(2)

（１）左記の
全てを満た
すこと

インターンシップ実習1,～４
（○）｛1,2,3,4｝(*9)

プロジェクト実習（○）(2)(*9)

F-2 スポーツやグループワー
クを通して協力・連携の意識を
育み，社会性・協調性・チーム
ワーク力を身につける

(i) (a)，(h)
・スポーツ理論
・保健体育Ⅳ
・創成技術デザイン実習

・スポーツ理論，保健体育Ⅳお
よび創成技術デザイン実習の達
成度により評価する

創成技術デザイン実習（◎）(2)

F-3　技術が人類社会に及ぼ
す影響，技術開発が人類社会
に与える倫理的な問題につい
て理解する

（F)人類
への貢献
意識を持
ち，広い
視野と倫
理観を
持った技
術姿勢を
身に付け
ること

F-1 諸外国の言語を学び各国
の文化，価値観などに触れる
とともに，社会の成立に不可
欠な諸条件の基礎的知識を習
得することにより，多面的に物
事を考え価値観の異なる他者
との共存ができる素養を身に
つける

(a) (b)，(f)

・国際言語文化論
・コミュニケーション論
・起業化と社会
・法学，経済学，哲学，社会
学のいずれか1科目

・国際言語文化論，コミュニケー
ション論，企業化と社会および，
法学・経済学・哲学・社会学のい
ずれか1つの達成度により評価
する

(b) ・技術者倫理
・技術者倫理の達成度により評
価する

E-4　企業実習，校内での実習
を通じ，与えられた課題に対す
る実践的な能力を身につける

(d) (i)
・インターンシップ実習1～4
またはプロジェクト実習のい
ずれか1科目

・インターンシップ実習1～4また
はプロジェクト実習のいずれか1
つの達成度によって評価する

インターンシップ実習1～４
（◎）｛1,2,3,4｝(*7)

プロジェクト実習（◎）(2)(*7)

研究技術インターン(1)

特別実習セミナー(1～2)

・創成技術デザイン実習および
システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
（研究発表，報告書）で評価する

創成技術デザイン実習（◎）(2)

E-3　継続的に学習する習慣を
身につける

(g)

・英語など，宿題や課題等の
日常的な学習状況を評価の
一部とする授業科目
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・宿題や課題の取り組み，レ
ポートの締切など，日常的な学
習状況を各科目の達成度により
評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱで
の研究活動（記録）により評価す

（１）左記の
全てを満た
すこと
（２）大学評
価・学位授
与機構の試
験に合格
し，学位（学
士）を取得
すること

B-2  工学的な課題についてコ
ンピュータを応用して解決する
ことができる

(c)

（E)創造
性，チャ
レンジ性
を発揮で
きる素養

E-1　研究計画の立案，研究
の進め方，結果の整理・考察
など一連の技術開発手順を学
習し，創造性を身につける

(d)，(e)
・創造性工学
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

・創造性工学の達成度で評価す
る
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
の研究計画書，中間発表および
特別研究報告書で評価する

E-2　実験や研究途上で生じた
新たな問題点の解決など，技
術者として自主的に取り組む
チャレンジ性を身につける

(d)，(g)
・創成技術デザイン実習
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ

各科目の達成度で評価する

D-3　与えられた課題につい
て，問題解決の過程を通じて
デザイン能力を身につける

(e)，(h) (i)
・情報工学実験Ⅱ・Ⅲ
・システム工学特別研究Ⅰ・

・情報工学実験Ⅱ・Ⅲにおいて，
回路の製作あるいはソフトウェア
の製作により評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
の達成度によって評価する

（D)電子・
情報系技
術の一分
野におい
て専門技
術に関す
る知識・
能力

D-1　通信技術・電子技術・制
御技術・情報技術などの中か
ら１分野の専門応用技術を身
につける

(d)

・本科の必修科目6科目(12
単位）
・専攻科の選択科目で専門
基盤から6単位以上，電子通
信系・情報制御系から12単
位以上

・各科目の達成度で評価する

D-2　人の行動・感性を工学に
生かす技術を身につける

(d) (a)

・生物科学
・感性情報工学
・ヒューマンインターフェース
技術

C-2　電気磁気学や電子回路
などの電子・情報系専門基礎
科目の知識・能力を身につけ
る

(d)
・電気磁気学
・応用電子回路
・情報理論

・情報工学実験Ⅱ・Ⅲ
情報工学実験Ⅱ・Ⅲの達成度で
評価する

電気磁気学，応用電子回路，情
報理論の達成度で評価する

C-3　基本的な測定機器の取
り扱い，実験技術を身につけ
る

(d) (h)，(i)

（C)電子・
情報系技
術の基礎
知識・能
力

C-1　数学，物理などの基礎的
な知識・能力を身につけ，それ
を工学の分野で利用できる

(c) (d)

・応用数学Ⅰ・Ⅱ
・応用物理
・物理数学，離散数学，応用
物理科学のいずれか1科目

・応用数学Ⅰ・Ⅱ，応用物理の
達成度で評価する
・物理数学・離散数学・応用物理
科学のいずれか1つの達成度で
評価する

（B)コン
ピュータ
の基本的
技術およ
び工学へ
の応用技
術

B-1  コンピュータのハードウェ
アに関する基本的な働きを理
解し，OSやプログラミング言語
に関する基礎的な処理ができ
る

(c)
・マイクロコンピュータ
・オペレーティングシステム

・マイクロコンピュータ，オペレー
ティングシステムの達成度で評
価する

(d)

・情報工学基礎論または数
値計算論のいずれか１科目
・画像情報処理工学，数理・
OR工学，アルゴリズム工学
のいずれか１科目

・選択した２科目の達成度で評
価する

（１）左記を
全て満たす
こと
（２）コミュニ
ケーション
英語の評価
が80点以
上，または
TOEICスコ
ア400点相
当以上*)で
あること

技術表現特論（◎）(2)

A-2　英語による基本的な表現
（英文読解，英作文，英会話）
ができる

(f)
・英語Ⅳ，英語Ⅴ
・コミュニケーション英語

・英語Ⅳ，英語Ⅴおよびコミュニ
ケーション英語の達成度で評価
する

A-3 技術者としての英語のコ
ミュニケーション能力を身につ
ける

(f)

技術英語（◎）(2)

（A)日本
語および
英語のコ
ミュニ
ケーショ
ン能力

A-1　技術者として，分かりや
すいきちんとした日本語での
表現，技術報告書の作成，プ
レゼンテーションなどができる

(f)

・国語Ⅳ
・システム工学特別研究Ⅰ・
Ⅱ
・技術表現特論

・国語Ⅳの達成度で評価する
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
（レポート，中間・最終発表の原
稿，プレゼンテーション，特別研
究報告書）および技術表現特論
の達成度で評価する

・システム工学特別研究Ⅱ
・技術英語（専攻科２年）

・システム工学特別研究Ⅱの概
要を英文で記述できることで評
価する
・技術英語（専攻科２年）の達成
度で評価する

本科４年 本科５年
専攻科１年 専攻科２年

前期 後期 前期 後期

本コースの学習・教育
到達目標

JABEE教育
目標との対

応
達成度の評価に関係

する科目
達成度の評価法 総合評価

科目名

人間情報システム工学科 電子情報システム工学専攻

◎ ○

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)



必修 選択

本科 本科必修 本科選択

専攻科必修 専門基盤選択

電子通信系選択

情報制御系選択

*1（社会科学系）
*5，*6（専門選択科
目）

*2（自然科学系）

*3（情報技術基礎系）

*4（情報技術応用系）

情報工学基礎論，数値計算論から2単位以上修
得

画像情報処理工学，数理・OR工学，アルゴリズ
ム工学から2単位以上修得

選択科目の指定

法学，経済，哲学，社会学から1科目修得 *5から6単位以上，*6から12単位以上修得

*7（インターンシップ実習関係）

物理数学，離散数学，応用物理科学から2単位
以上修得

インターンシップ実習1～4または，プロジェ
クト実習より１単位以上修得

  *)
　 「TOEICスコア400点相当」とは以下のいずれかに該当すること．
  i）TOEICテスト（公開テスト，IPテスト，模擬試験のいずれか）において400点以上の得点を得ること．
  ii）実用英語検定試験準２級に合格すること．
  iii)実用英語検定試験２級一次試験において50％以上の正答率を得ること．（一次・二次試験に合格するかど
うかは問わない．）
  iv）工業英語検定試験３級以上に合格すること．
　ⅴ)コミュニケーション英語で“優”の評価を修得すること．

専攻科

記　号

　◎：学習・教育到達目標の達成に必要な科目

　○：学習・教育到達目標に関わりの深い科目

無印：学習・教育到達目標に関係するが，修得は指定されない
科目



付録Ⅱ　電子情報技術専修コースの教育目標達成に必要な授業科目の流れ（専攻科）

計測と制御(2) ディジタル信号処理(2)

材料工学(2) ディジタル電子回路学 (2)

マルチメディア工学(2) 電子物性論 (2) 通信符号理論(2)

応用電磁気学 (2) 電磁波計測工学(2) 光情報処理工学 (2)

集積回路工学(2) ネットワーク工学特論(2) 表面電子工学 (2) 電子デバイス工学(2)

回路システム学(2) 画像工学総論(2) 波形伝送工学(2)
ディジタル通信システム
工学(2)

システム制御理論(2) ソフトウェア設計工学(2) 情報処理回路(2) 知的制御システム論(2)

ロボット工学特論(2) 音響システム工学(2) ファジイ工学特論(2)

シミュレーション工学(2)

創造性工学(2)

システム工学特別研究Ⅰ
（◎）(2)

ヒューマンインターフェース技術
(2)

感性情報工学(2)

人間生体工学(2)

システム工学特別研究Ⅰ
（◎）(2)

情報工学基礎論(2) 数値計算論(2)

画像情報処理工学(2) 数理・OR工学(2) アルゴリズム工学(2)

コミュニケーション英語(2)

システム工学特別研究Ⅰ
(2)

物理数学(2) 離散数学(2)

応用物理科学(2)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

技術表現特論(2)

技術英語（◎）(2)

（５）知的柔軟性（工学的見
地に片寄ることのない人間
性・知見）の育成

(5)　自然科学・社会科学の基礎的な知
識・能力を身につけ，工学の分野で利用
できる

・技術者倫理および選択科目から1
科目（2単位）以上

・選択した科目の達成度で評価する．

（４）国際性（国際的にも活
躍できる人材）の育成

(4)-1　英語による基本的な表現（英文読
解、英作文、英会話）ができる

・コミュニケーション英語
・コミュニケーション英語の達成度で評
価する．

インターンシップ実習１～4 (1,2,3,4)

プロジェクト実習(2)

（３）知的情報処理技術者
（コンピュータ技術を知的情
報処理技術に高めることが
できる創造性のある技術
者）の育成

(3)　コンピュータ技術を知的情報処理技
術に高め専門分野の課題について応用
し解決することができる

・選択科目から1科目（2単位）以上 ・選択した科目の達成度で評価する．

（２）高度総合システム技術
者（電子・情報技術を工学
的産業技術に活用し，人間
に快適なシステム化ができ
る技術者）の育成

(2)-1　人の行動・感性を工学に生かす
技術を身につける

・感性情報工学
・ヒューマンインターフェース技術

・各科目の達成度で評価する．

(1)　左記の全てを満
たすこと．
(2)　専修コースの修
了要件（履修の手引
き参照）を満たすこ
と．

(2)-2　研究・実習活動を通じて電子・情
報技術を工学的産業技術に活用する能
力を身につける

・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱの達成
度で評価する．

(4)-2 技術者としての英語のコミュニ
ケーション能力を身につける

・システム工学特別研究Ⅱ
・技術英語

・システム工学特別研究Ⅱの概要を
英文で記述できることで評価する．
・技術英語の達成度で評価する．

前期 後期

（１）高度開発型技術者（実
践的技術に加えて柔軟な
発想能力のある開発技術
者）の育成

(1)-1　電子情報・制御情報に関する１分
野の専門応用技術を身につける

・専門基盤科目3科目(6単位)，
・選択科目から1科目（2単位）以上

・各科目の達成度で評価する．

(1)-2　研究計画の立案、研究の進め
方、結果の整理・考察など一連の技術
開発手順を学習し、創造性を身につける

・創造性工学
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ

・創造性工学の達成度で評価する．
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱの研究
計画書または中間発表および特別研
究報告書で評価する．

専修コースの教育目標
達成度の評価に関係する科

目
達成度の評価法 総合評価

科　　目　　名

電子情報システム工学専攻

専攻科１年 専攻科２年
前期 後期



技術者倫理(2)

起業化と社会(2) 技術者倫理(2)

システム工学特別研究Ⅰ
（◎）(2)

専攻科必修 電子通信系選択

専門基盤選択 制御情報系選択

システム工学特別研究Ⅱ（◎）(8)

(6)-1 技術者として必要な起業力，技術
の動向，倫理的問題などについて基礎
知識を習得する

・起業化と社会 ・起業化と社会の達成度で評価する． インターンシップ実習1～4 (1,2,3,4)

プロジェクト実習(2)

(6)-2　実験や研究途上で生じた新たな
問題点の解決など、技術者として自主的
に取り組むチャレンジ性を身につける

・創成技術デザイン実習
・システム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ

・創成技術デザイン実習およびシステ
ム工学特別研究Ⅰ・Ⅱ（研究発表，報
告書）で評価する． 創成技術デザイン実習(2)

（５）知的柔軟性（工学的見
地に片寄ることのない人間
性・知見）の育成

(5)　自然科学・社会科学の基礎的な知
識・能力を身につけ，工学の分野で利用
できる

・技術者倫理および選択科目から1
科目（2単位）以上

・選択した科目の達成度で評価する．

（６）人類への貢献意識を
持ったチャレンジ精神豊か
な技術者の育成

(1)　左記の全てを満
たすこと．
(2)　専修コースの修
了要件（履修の手引
き参照）を満たすこ
と．


